
○ 学長・学部長アンケート調査の結果（6
月4日〆切、現在集計中）などを踏まえ、
6月19日の合同会議以降、審議

○ 6月19日の大学分科会・大学教育部会

合同会議で初中分科会高校教育部会の
四委員とともに審議

○ 授業のための事前の準備や事後の展
開などの指針、他の授業科目との関連性
等の記述を含み、授業の工程表として機
能

○ 個々の教員に委ねられ、それぞれの専
門性に引きつけた授業科目の設定から体
系的な教育課程に基づき、教員同士が連
携・協力し、授業科目間の整理・統合によ
り個々の授業科目を充実するなどの組織
的教育へ

○ 教育課程が全体としてどのような能力
を育成するか、

○ どのような知識・技能を修得させようと
しているか、

○ 教育課程において個々の授業科目が
どのように連携し関連し合うか、を明示

5月21日及び29日のヒアリング等を踏まえた学士課程教育の質的転換に向けた検討課題について
（検討たたき台）

学生の主体的な学びの確立

教員

学生

学修支援環境

教育課程の体系化

組織的な教育の実施

授業計画（シラバス）の充実

高校教育と高等教育の円滑な接続

学修支援環境の整備

ナンバリング

キャップ制

科目同士の
整理・統合と連携

アクティブラーニング

ＧＰＡ

ＦＤ・ＳＤ

教育に関する教員評価
の実施と活用

学習到達度・
学修行動調査

ルーブリックの活用

等

具体策例

十分な質を伴った学修時間の増加・確保

○ Multi-purposeの大学マネジメントの特性・難しさ
○ 執行部のマネジメント能力、大学経営の戦略性の強化
○ 全学的な教学マネジメントの強化
・ 学長・教学担当副学長の構想力とイニシアティブ

・ 全学的な教学に関する審議機関（教育研究評議会等）の
機能
・ 教育課程編成の単位

・ 全学的な教学マネジメントを支えるスタッフとその専門性
（担当部署、教学担当スタッフ、カリキュラム・コーディネー
ター、ＦＤ担当者（ファカルティ・ディベロッパー））
・ 教学ＩＲ（インスティテューショナル・リサーチ） 等

全学的な教学マネジメント

大学のガバナンスの確立

○ ワークショップ中心の体系的なＦＤ促進のための、大学教
員の教育能力証明の必修化、プログラムの共有・標準化、Ｆ
Ｄ担当者（ファカルティ・ディベロッパー）の育成

○ 大学マネジメント層の養成・確保

○ それぞれの大学の機能に応じた大学教員の採用要件や評
価の改善・多様化

○ 情報の非対称性を改善するための教育情報の公開促進
○ 編入・転部・転科・転コースの自由化 等

ヒアリングにおける諸提言（例）

○ 質を伴った学修時間の実質的な増加、確保のための各大
学の積極的な取組を資源配分の際の参考資料の一つとして
支援・奨励

○ 学修支援環境の整備（TA等の充実、ICTを活用した双方

向型の授業、学生に対する経済的支援、図書館の機能強化
等）

○ 関係団体等と連携したアセスメントテスト・学修行動調査の
研究・開発の推進、「大学ポートレート（仮称）」の整備

○ 日本学術会議の「分野別の教育課程上の参照基準」に関
する審議の深化（経営学、言語・文学等）

○ 学修成果を重視した認証評価の実施と評価業務の効率化

○ 産業界や地方公共団体、地域の学士課程教育への協力・
参画、就職活動の早期化・長期化の是正 等

「審議まとめ」において国や大学支援法人等に求めている事項

学生の主体的
な学びを促す
取組・工夫と
動機付け

主体的な
学びを支援

資料５
中央教育審議会

大学分科会大学教育部会（第１７回）
Ｈ２４．６．７
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